








りや強調などが共通点だと言える。隔たりのある繰り返しは、「X は X だ」、「N のなかの N」






































    泣き-なき 生き-いき のびのび、思い-おもい 重ね重ね  











































ん遊んでね 愛と感謝をこめて 安らかに…」と結んだ。 
（http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20160725-00000057-sph-ent） 
（ 3）にある「 一生 、一生、」「本当に 本当に 」は「一生、忘れないこと」（ 時
間の長さ）と感謝の 意味（感謝の真意）を、強調している 。「 一生」は名詞で
もあるが、ここでは 時間副詞として使わ れている。副詞の繰 り返し表現は た
とえば「段々  段々  体力がついてきまし た」などのような表 現が 見られ、理
論上、どの副詞も繰 り返される可能性が ある 。ちなみに、（ 3）と同様、中国
語にも同じような繰 り返しの畳語的表現 が 使われることにな ると言える。つ
まり、“一辈子、一辈子（ =「一生、一生 」）”、“真的真的（ ＝「 本当に本当に」）”


































した。」                     （『THE テレビ伝説 60 年史』CM の表現）  
  （8）冬真「どうしたら いいんだろう。 
名前も分かんなくてさ でも すっげぇ カワイイんだよ。 
俺 もう 会いたくて 会いたくて 震えてます！」           
（『好きな人がいること』04） 





















「あ、すみません  すみません すみません コーヒーを、さっき平（ひら）さん
と約束した  だから持ってきただけで、なんも見てませんよ。あれ、最近目が悪く








  （12）水田:あっ 常子さん 取りますよ。 




潤 :あっ そう。  
水田:おい 真面目に聞いておきなさい。大事なことだぞ。なあ？  
南 :そう…ですね。  
水田:まあ この家に育てば いやおうにも身につく事になるか…。  
女性 A:どういう意味よ それ！  
女性 B:それじゃ 私たちが無理やりやらせてるみたいじゃない。  
水田 :いや…違う違う違う違う！ごめんごめんごめん…ごめん！ほら…謝って
よ。  
潤 :僕は謝りませんよ。言ってないですもの。  
水田:潤…怖いぞ。アハハハハ！  























4.「X は X だ」のような表現 















懸かっている。                                         （『論理と会話』48－49）  
「協調の原理」より、配慮のほうが優先するとき、「非効率」的言語手段を取るしかないだ







4.1.「X は X だ」について 




（13）＃VIOLENCE IS  VIOLENCE 
 31 
暴力は暴力だ  
                    （世界の感動メッセージ映像  イギリス DV 被害支援の PR 映像 






（14）男性社員「日向さま 弊社売買仲介営業課チーフの三軒家でございます」  
三軒家 「はじめまして 三軒家です」  
男性社員「あの もしかして キャビネットコート永田町 708 号室のお申込み
って終わってしまったとか？」  
三軒家 「終わりました」  
日向  「しっかりしなさい 申込書に法的拘束力なんかないんだから」  
三軒家 「おっしゃる通り 法的拘束力はございません。でも、順番は順番で
す」                            （『家を売るオンナ』05）  
（15）日向 「あのマンションは私が住むべきです」  
三軒家「お気持ちは分かりました。でも、順番は順番です。わたしが申し上げ









































（20）社長「実は 次の東京都知事選ですが また 立候補したいと考えております 
つきましては ぜひ総理のご支援を頂きたい」  












4.2.「N のなかの N」について 
構文的には「X は X だ」のような隔たりのある繰り返し表現以外に、構文レベルあるい
は節レベル的使用の「N のなかの N」および「N 中の N」もよく見られる。  
（22）『論語』は孔子を中心とする言行録である。それは、『大学』『中庸』『孟子』と
ならぶ「四書」の筆頭として、中国はもとより、われわれの祖先の血肉となり










の使い分けがあり、訓読みの「N のなかの N」と音読みの「N 中の N」の二種類の変異形
になったわけだと考えられる。さらに「入門の入門」（6）のような「N の N」という言い方
もあり、「の」格だけ挿入し、その前後同一名詞が繰り返えされ、すこぶる簡潔な言い方で























  /我拿出几块吃剩下的干酪后，有几只便挪步上前，战战兢兢地吃了下去。 
（ノルウェイの森 （原文） /挪威的森林（訳文）） 





とは知らないこととする、それが知るということだ。>）    （『論語』1999:43） 
また、通時的に見ると、七世紀の李白の詩にも繰り返し表現が使われていた。“两人对酌山
花开 一杯一杯复一杯（= 両人対酌すれば山花開く、一杯 一杯 復た一杯。）”である。ほぼ
同じ時代の日本の『万葉集』（7）にも繰り返し表現の詩が見られる。つぎの（26）である。 
（26）よき人の         よい人が、 
よしとよく見て      よいとよく見て 
よしと言ひし       よいと言った 
吉野よく見よ       吉野よく見よ 






















（ 1）じ っ さ い 、 文 レ ベ ル 以 上 の コ ン テ ク ス ト レ ベ ル に お け る 隔 た り の あ る 繰 る
返 し 用 法 は 、 さ ら な る 広 い 言 語 視 野 で あ る デ ィ ス コ ー ス の 分 析 と な り 、 ス ペ ー









（5）次 の よ う な 例 に つ い て ど う 考 え れ ば よ い か と い う と 、 や は り 隔 た り の あ る
繰 り 返 し 表 現 で あ ろ う 。  
宮 沢 「 俺 が そ ば に お る  ず っ と 未 亜 の そ ば に お る か ら  好 き や  ホ ン マ に  
め っ ち ゃ 好 き や ね ん 」   （『 せ い せ い す る ほ ど 愛 し て る 』 6）  
た だ 、注（ 1）に も 書 い て あ る よ う に 、上 記 の 発 話 は 、構 文 レ ベ ル を 超 え て 、デ
ィ ス コ ー ス 次 元 の 広 い 視 野 か ら の 考 察 が 必 要 な の で 、 ま た の 機 会 で 更 な る 検 討
を 考 え る 。 発 話 機 能 の 立 場 か ら 言 う と 、 こ こ の こ の 隔 た り の あ る 繰 り 返 し 表 現
は 、 話 し 手 の 気 持 ち の 表 出 を 強 く 示 し 、 聞 き 手 へ の 愛 の 気 持 ち の 告 白 を 力 強 く
し て い る と 言 え る 。 グ ラ イ ス の 様 態 の カ テ ゴ リ ー の 格 率 に 違 反 し て い る が 、 そ
れ で も あ え て こ の よ う な 繰 り 返 し の 発 話 を す る の は 、 話 し 手 の 聞 き 手 へ の 愛 の
強 い 表 明 の 意 図 が あ る か ら で あ ろ う 。  
（6）た と え ば 、『 日 本 語 学 』 2005 年 の 4 月 号 に は 金 水 敏 の 「 日 本 語 学 の 入 門 の
入 門 ― 何 か ら ど う 学 び は じ め る か ー 」 の 論 文 が あ り 、 そ の 論 文 の タ イ ト ル に は
「 入 門 の 入 門 」 が 使 わ れ て い る 。 基 礎 の 基 礎 の よ う な 内 容 だ と い う 意 味 で あ る
が 、 執 筆 者 の 謙 遜 の 態 度 も 読 み 取 れ る 。 一 種 の 品 の あ る 配 慮 表 現 で も あ ろ う 。  
（ 7）よ く 知 ら れ て い る よ う に 、『 万 葉 集 』は 、 7 世 紀 後 半 か ら 8 世 紀 後 半 に か け
て 編 ま れ た 日 本 に 現 存 す る 最 古 の 和 歌 集 で あ る 。 な お 、 短 い 詩 だ が 、 一 つ の ま
と ま っ た コ ン テ ク ス ト に お け る 使 用 例 と な っ て い て 、 デ ィ ス コ ー ス 分 析 の 対 象
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